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The degrading academic abilities of enroling students cause a number of serious problems
 
in Japanese higher education.They are becoming less interested than ever in liberal arts
 
especialy.In order to motivate them to learn English,Hachinohe Insutitue of Technology and
 
its English educaion section have been reviewing education system continuously,putting much
 
more stress on achieving qualifications such as English Technical Writing Test or TOEIC.In
 
this paper,we wil show how we revised English teaching programs and report an intermediate
 
summary of the improvements.
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順位 資 格 内 容 回答社数
1  TOEIC 730～855点 121社
2 実用英語技能検定1級 118社



























































































回数 期 間 参 加 学 生
第１回 2002年8月 4日（日）～20日（火） 13名（引率教員・添乗員各1名）
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4. ま と め
入学生の多様化という全国的な問題に対応し
ながら，上で述べたような教育内容，方法，教
材などの工夫を試みてきているが，こうした活
動には終わりというものはない。最近の報道に
よれば，TOEICの出題内容は平成18年度の秋
から拡充され，これまでの「聞く」「読む」に加
えて，「話す」「書く」スキルを問う問題が出題
されることになる??。大学入試センター入試で
は，「外国語（英語）」の試験にリスニングが導
入され，平成18年1月の第一回実施に向けて
着々と準備が進められている。こうした動きは，
グローバリゼーションの進展に伴い，社会が要
請する英語力の質が変化している状況を反映し
たものであり，それに対して高等教育機関は最
前線で対応しなければならない。
事実，本学英語教育の近年の変化として最も
重要な点は，社会的要請や外部評価に対する意
識がより強くなったことである。冒頭でも述べ
たように，現在本学工学部3学科がJABEE認
定を受けているが，その認定基準を満たすには，
明確な目標設定，目標達成のための教育内容，計
画，評価法の明示，明示された通りの達成度評
価の実施，継続的教育改善の実施などの項目に
関する審査をクリアする必要がある。3学科全
てに関わる共通教育分野である英語教育も，各
学科の受審に際して同様の審査を受け，その教
育体制に関しては一定の評価を受けることがで
きたと考える。JABEEが，グローバルな視点か
ら日本の技術者教育を見直す機運の高まりの中
で生まれた組織である以上，高等教育機関の「国
際コミュニケーション」教育は，その認定基準
において重要な要素であり続けるであろう。そ
れに対応して英語教育も，社会が要求する水準
を満たし，外部からの評価に耐えうるものであ
り続けなければならない。
国際的視野を持った技術者の養成という本学
の教育目標の達成に，工業英語教育を中心とし
て貢献する英語教育体制の基盤は作られた。今
後はそのシステムをさらに精緻化し，より豊か
な成果を出すための努力が求められる。
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